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実弾射撃を通じた火力・射撃能力の向上

令和７年度機械化部隊
戦闘シミュレータ訓練（ATCE）

〜第３次連隊射撃野営〜

射撃指揮所 りゅう縄（じょう）射撃 迅速な陣地進入

指向性散弾の設置

連隊長視察

手榴弾投てき

情報共有

81㎜迫撃砲射撃

機関銃射撃

シミュレータ操縦

重機関銃射撃

敵を捜索

無反動砲射撃

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
28
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
の
間
、
王
城
寺
原
演
習
場
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度
第
３
次
連
隊
射
撃
野
営
を
実
施
し
た
。

　

本
射
撃
野
営
は
、
年
度
内
に
お
け
る
射
撃
訓
練
の
総
括
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
火
力
支
援
中
隊
の
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
実
施
実
射
検
閲
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

各
部
隊
が
装
備
す
る
各
種
火
器
の
射
撃
を
通
じ
、
部
隊
全
体
の
射
撃
能
力
及
び
火
力

運
用
能
力
の
向
上
を
図
り
、
連
隊
の
射
撃
練
度
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

訓
練
期
間
中
、
火
力
支
援
中
隊
は
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
に
よ
る
実
射
検
閲
に
お
い
て
、

陣
地
変
換
を
伴
う
一
連
の
行
動
に
引
き
続
き
、
迅
速
か
つ
確
実
な
火
力
発
揮
能
力
の

検
証
を
行
っ
た
。
ま
た
、
81
㎜
迫
撃
砲
、
手
榴
弾
、
爆
破
、
84
㎜
無
反
動
砲
、
12
・

７
㎜
重
機
関
銃
、
５
・
56
㎜
機
関
銃
な
ど
各
種
火
器
を
使
用
し
た
射
撃
訓
練
を
実
施
し
、

実
戦
を
想
定
し
た
射
撃
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、
本
訓
練
で
得
ら
れ
た
成
果
と
課
題
を
今
後
の
教
育
訓
練
に
反
映
さ
せ
、

引
き
続
き
実
戦
に
即
応
し
得
る
部
隊
の
練
度
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

機
動
戦
闘
車
隊
は
、
令
和
8
年
1
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の

間
、
東
北
方
面
指
揮
所
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
令

和
7
年
度
機
械
化
部
隊
戦
闘
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練（
Ａ
Ｔ
Ｃ

Ｅ
）」
を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
Ｐ
Ｃ
端
末
を
用
い
た
３
Ｄ
の
仮
想
空
間
に
お
い

て
、
装
甲
戦
闘
車
両
の
乗
員
で
あ
る
車
長
、
砲
手
及
び
操
縦
手

が
協
同
連
携
し
、
戦
闘
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
指
揮
所
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
活
用
し
、
Ａ
Ｔ
Ｃ

Ｅ
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
隊
長
と
し
て
の
小
隊
指

揮
及
び
機
動
戦
闘
下
で
の
瞬
間
的
な
状
況
判
断
能
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　

訓
練
は
、
各
種
戦
術
行
動
を
主
と
し
て
、
小
隊
長
及
び
車
長

等
に
よ
る
的
確
な
状
況
判
断
、
任
務
付
与
及
び
指
導
要
領
に
つ

い
て
演
練
す
る
と
と
も
に
、
小
隊
内
及
び
車
内
に
お
け
る
緊
密

な
協
同
連
携
、
迅
速
な
意
思
疎
通
及
び
行
動
統
制
に
つ
い
て
反

復
訓
練
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
隊
以
下
の
部
隊
行
動

に
関
す
る
戦
闘
要
領
及
び
協
同
連
携
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

本
訓
練
を
通
じ
、
各
級
指
揮
官
は
状
況
に
応
じ
た
判
断
力
と
指

揮
能
力
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
部
隊
行
動
に
お

け
る
連
携
の
要
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

機
動
戦
闘
車
隊
は
、
今
後
も
各
種
訓
練
を
通
じ
て
実
戦
的
な

練
度
の
維
持
・
向
上
に
努
め
、
い
か
な
る
任
務
に
も
即
応
し
得

る
部
隊
の
育
成
に
邁
進
し
て
い
く
。



（本社） 塩釡市桜ヶ丘２-27　TEL 022-366-4141

事務室の巡視

集約倉庫の巡視 車両点検

器材の取り扱い

止血帯による止血

通話訓練

MARCH観察

ネットワークの構築

止血ガーゼによる止血

有線構成

ドラッキングによる搬送

総合訓練

車内における救護

総合訓練

担架搬送

報告を受ける副師団長

連隊長による状況報告

～
令
和
７
年
度
師
団
各
種
検
査
等
受
検
～

～
令
和
７
年
度
補
助
担
架
員
集
合
訓
練
〜

～
令
和
７
年
度

初
級
部
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
技
教
育
～

適
正
な
部
隊
運
営
と

業
務
の
質
的
向
上
を
確
認

仲
間
の
命
を
つ
な
ぐ

�

第
一
線
救
護

部
隊
運
用
を

�

支
え
る
通
信
の
要

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
間
、

令
和
７
年
度
師
団
各
種
検
査
等
と
し
て
、
師
団
情
報
管

理
検
査
、
定
期
物
品
管
理
検
査
、
補
給
整
備
検
査
及
び

運
行
管
理
指
導
を
受
検
し
た
。

　

本
検
査
等
は
、
各
業
務
が
関
係
法
令
・
規
則
に
基
づ

き
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
部
隊
運
営
の
透
明
性
及
び
信
頼
性
を
確
保

し
、
継
続
的
な
進
歩
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
度
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

期
間
中
は
、
情
報
管
理
体
制
、
物
品
及
び
装
備
品
の

管
理
状
況
、
補
給
・
整
備
業
務
の
合
規
性
並
び
に
車
両

運
行
管
理
に
関
す
る
各
種
事
項
に
つ
い
て
、
書
類
検
査

及
び
現
物
確
認
を
受
け
、
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
通
じ
、
各
業
務
に
お
け
る
管
理
体

制
の
適
正
な
運
用
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
改
善
事

項
及
び
留
意
点
が
明
確
と
な
り
、
連
隊
と
し
て
の
統
制

力
及
び
実
務
能
力
の
一
層
の
向
上
に
つ
な
が
る
成
果
を

得
た
。
今
後
も
、
本
検
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
よ
り

適
正
で
効
率
的
な
業
務
遂
行
に
努
め
て
い
く
。

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、

令
和
７
年
度
連
隊
補
助
担
架
員
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
補
助
担
架
員
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
第
一
線
に
お
い
て
仲

間
の
命
を
確
実
に
つ
な
ぐ
た
め
に
必
要
な
判
断
力
と
責

任
感
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
解
剖
生
理
の
基
礎
を
踏
ま
え
、
第
一
線

救
護
に
お
け
る
観
察
要
領
や
各
種
傷
病
に
対
す
る
救
急

処
置
要
領
を
演
練
し
た
。
こ
の
際
、
大
量
出
血
や
気
道
・

呼
吸
・
循
環
等
を
優
先
的
に
確
認
す
る
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

（
マ
ー
チ
）観
察
を
は
じ
め
、
熱
中
症
や
徒
歩
行
進
時
に

発
生
し
や
す
い
摩
擦
性
水
疱（
マ
メ
）へ
の
対
応
に
着
意

し
た
。

　

さ
ら
に
、
模
擬
血
液
や
戦
傷
模
型
キ
ッ
ト
を
活
用
し
、

実
際
の
戦
傷
・
負
傷
者
を
想
定
し
た
実
践
的
な
救
護
要

領
を
反
復
演
練
す
る
と
と
も
に
、
担
架
に
よ
る
傷
病
者

後
送
、
車
両
等
へ
の
患
者
搭
載
及
び
車
両
で
の
救
護
要

領
を
練
成
し
た
。
訓
練
終
盤
に
は
総
合
訓
練
を
実
施
し
、

補
助
担
架
員
と
し
て
の
練
度
を
評
価
し
て
、
第
一
線
救

護
能
力
の
向
上
を
確
認
し
連
隊
補
助
担
架
員
と
認
定
し

修
了
証
を
付
与
し
た
。

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
13
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
令
和
７
年
度
「
初
級
部
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
特
技
教

育
を
実
施
し
た
。

　

本
教
育
は
、
即
応
機
動
連
隊
内
の
有
線
通
信
手
、
無
線

通
信
手
及
び
交
換
手
に
必
要
な
基
礎
的
か
つ
専
門
的
な
知

識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
、
部
隊
運
用
に
お
け
る
通
信
基

盤
を
担
う
通
信
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
。

　

主
要
教
育
項
目
は
、
シ
ス
テ
ム
通
信
一
般
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
器
材
、
電
磁
波
作
戦
、
サ
イ
バ
ー

戦
、
通
話
法
、
有
線
構
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
器
材
の
取
扱

操
作
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
器
材
等
の
部
隊
整
備
な
ど
、
部

隊
運
用
に
直
結
す
る
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

被
教
育
者
は
、
教
官
及
び
助
教
に
よ
る
熱
心
か
つ
丁
寧

な
指
導
の
下
、
各
教
育
課
目
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
特

に
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の
寒
冷
期
と
い
う
時
期
的
特

性
の
中
に
あ
っ
て
も
、
教
育
終
了
時
に
は
、
通
信
手
と
し

て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
、
部

隊
に
お
け
る
任
務
遂
行
に
必
要
な
能
力
に
到
達
し
た
。

　

連
隊
は
、
本
教
育
の
成
果
を
今
後
の
部
隊
運
用
及
び
各

種
訓
練
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
進
化
す
る
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
に
対
応
し
得
る
よ
う
、
継
続
的
な
教
育
訓

練
を
通
じ
、
更
な
る
部
隊
の
精
強
化
に
努
め
て
い
く
。



店長オススメ
手打ち冷麺
大好評中！

営業時間／ 17：00～24：00まで
 ※日曜日・祝日は22：00閉店

〒985-0842　多賀城市桜木２丁目1-6　TEL.352-4029

自衛隊の皆様

特別優遇いたしま
す！

警察学校
念仏橋

総合病院

陸上自衛隊
多賀城駐屯地

得
（120分飲み放題）
5,000円より

TEL 022-368-8580多賀城市東田中２丁目5-28
※御予算・メニュー等、お気軽に
　お問い合わせください。

和み家分店海鮮居酒家

日本酒飲み放題プランも
ご用意しています

歓送迎会、各種宴会
承ります

多賀城市桜木３丁目1-8パレクリスタル 電話（022）365-3112

メガネのトップ
至仙台 ホテルキャッスル

養老の瀧ガソリンスタンド
産業道路

新年会・歓送迎会
  各種宴会ご予算に応じ相談承ります

飲み放題飲み放題
100分 おひとり様 2,180円（税込2,400円）

第5代第22即応機動連隊長
兼 第39代多賀城駐屯地司令

氏　　名 ： 伊
い

藤
とう

　整
せい

二
じ

 
階　　級 ： １等陸佐
職　　名 ： 第 22 即応機動連隊長兼ねて
　　　　   多賀城駐屯地司令（8.3.16）
生年月日： 昭和 56 年６月 10 日（44 歳）
学　　歴： 防衛大学校（情報工学学科）
職　　種： 機甲科
出 身 地： 福岡県八女市

経　　歴
平　成 16年　10月　　戦車教導隊　第２中隊　　　　　　　　　　（富　士）
　　　 23年　４月　　富士学校機甲科部（教育課戦術教官）　　　（富　士）
　　　 24年　２月　　ゴラン高原国際平和協力隊　　　　　　　　（イスラエル国）
　　　 25年　３月　　中央即応集団司令部防衛部   　　　　　　　（朝　霞）
　　　 27年　８月　　第２戦車連隊（第１中隊長）　　　　　　　（上富良野）
　　　 28年　７月　　陸上幕僚監部（陸上幕僚副長付副官）　　　（市ヶ谷）
　　　 29年　８月　　陸上幕僚監部防衛部防衛課　　　　　　　　（市ヶ谷）
令　和 ２年　８月　　統合幕僚監部運用部運用第１課　　　　　　  (市ヶ谷）
　 　　５年　４月　　教育訓練研究本部教育部　　　　　　　　   （目  黒）
　 　　６年　６月　　第８師団司令部（第３部長）   　　　　　   （北熊本）
　 　　８年　３月　　現　職                   　　　　　　　　　　  （多賀城）

本
部
管
理
中
隊
長
離
任
式

第
１
普
通
科
中
隊
長
離
任
式

第
１
普
通
科
中
隊
長
着
任
式

本
部
管
理
中
隊
長
着
任
式

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
、
第
４
代
本
部
管
理
中
隊
長　

大
平　

敦

１
等
陸
尉
の
離
任
式
を
実
施
し
た
。
式
は
、
隊
員
整
列
の
も
と
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
、
退
職
に
伴
い
離
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
平
１
尉
の
在
任

中
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

大
平
１
尉
は
、
令
和
６
年
８
月
に
本
部
管
理
中
隊
長
と
し
て
着
任
以
来
、

約
１
年
７
か
月
に
わ
た
り「
融
和
団
結
」を
指
導
方
針
に
掲
げ
、
本
部
管
理
中

隊
の
指
揮
・
統
率
を
図
っ
た
。
在
任
中
は
、
隊
員
相
互
の
連
携
を
重
視
し
た
部

隊
運
営
に
努
め
、
各
種
任
務
の
確
実
な
遂
行
及
び
円
滑
な
業
務
推
進
に
尽
力
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
訓
練
や
行
事
を
通
じ
て
部
隊
の
結
束
力
向
上
を
図
り
、
本
部

管
理
中
隊
と
し
て
求
め
ら
れ
る
即
応
性
及
び
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
寄
与

す
る
な
ど
、
部
隊
基
盤
の
強
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

中
隊
員
は
、
大
平
１
尉
の
こ
れ
ま
で
の
指
導
と
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
今
後
の
任
務
に
臨
む
こ
と
を
誓
い
、
離
任
を
見
送
っ
た
。

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
、
第
５
代
第
１
普
通
科
中
隊
長　

池

ノ
内　

瑛
２
等
陸
佐
の
離
任
式
を
実
施
し
た
。

　

池
ノ
内
２
佐
は
、
令
和
６
年
８
月
に
第
５
代
第
１
普
通
科
中
隊
長
に

着
任
以
来
、
約
１
年
７
か
月
に
わ
た
り「
服
務
の
本
旨
の
日
々
実
践
」を
指

導
方
針
に
掲
げ
、
中
隊
の
指
揮
を
執
っ
た
。

　

在
任
中
は
、
基
本
動
作
と
規
律
の
徹
底
を
基
盤
と
し
、
日
常
の
隊
務

か
ら
各
種
訓
練
に
至
る
ま
で
、一
貫
し
た
姿
勢
で
部
隊
運
用
に
あ
た
っ
た
。

特
に
、
隊
員
一
人
一
人
が
自
身
の
役
割
を
自
覚
し
、
部
隊
と
し
て
確
実
に

任
務
を
遂
行
で
き
る
体
制
の
確
立
に
注
力
し
、
中
隊
の
統
制
と
練
度
の
維

持
・
向
上
に
寄
与
し
た
。

　

ま
た
、
幹
部
・
曹
士
と
の
意
思
疎
通
を
重
視
し
た
指
揮
に
よ
り
安
定

し
た
部
隊
運
営
を
推
進
し
、
各
種
任
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
基
盤
を
整

え
た
。

　

池
ノ
内
２
佐
が
中
隊
長
と
し
て
示
し
た
指
導
と
功
績
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
16
日
、
第
６
代
第
１
普
通
科
中
隊
長　

奥
山　

誠
１
等
陸
尉
の
着
任
式
を
実
施
し
た
。

　

奥
山
１
尉
は
、
こ
の
度
、
陸
上
総
隊
司
令
部
か
ら
第
１
普
通
科
中

隊
長
と
し
て
着
任
し
た
。
着
任
に
あ
た
り
要
望
事
項
に「
躍
動
」を
掲

げ
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
、
積
極
果
敢
に
行
動
す
る

こ
と
で
、
部
隊
全
体
が
活
力
に
満
ち
た
躍
動
感
あ
る
中
隊
づ
く
り
を

推
進
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

隊
員
一
同
は
新
た
な
指
揮
官
の
も
と
、
相
互
の
団
結
を
一
層
強
固

な
も
の
と
し
、
任
務
完
遂
に
向
け
て
精
強
な
部
隊
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
16
日
、
第
５
代
本
部
管
理
中
隊
長　

猪
狩　

恵
３
等
陸
佐
の
着
任
式
を
実
施
し
た
。

　

猪
狩
３
佐
は
、
中
隊
長
の
着
任
に
あ
た
り
、
統
率
方
針
と
し
て
、「
任

務
完
遂
」
を
掲
げ
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
与
え
ら
れ
た
任
務
を

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
た
。
ま
た
、
要
望
事
項

と
し
て
「
協
力
」
お
よ
び
「
考
え
た
行
動
・
判
断
」
を
挙
げ
隊
員
相
互

の
連
携
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
各
自
が
自
ら
考
え
、
状
況
に
即
し
た

行
動
と
判
断
を
行
う
こ
と
を
求
め
た
。

　

本
部
管
理
中
隊
は
、
連
隊
運
営
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
猪
狩
３
佐
の
指
揮
の
も
と
、
部
隊
の
一
層
の
団
結
と
任
務
遂
行
能

力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
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第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊
長
離
任
式

　

機
動
戦
闘
車
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
、
大
和
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
３
代

第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊
長　

野
呂
一
司
１
等
陸
尉
の
離
任
式
を
実
施
し
た
。

　

野
呂
１
尉
は
、
令
和
５
年
３
月
に
第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊
長
に
着
任
し
て
以
来
、

約
３
年
に
わ
た
り
部
隊
を
指
揮
し
、
統
率
方
針
に
「
進
取
果
敢
」、
要
望
事
項
に

「
積
極
進
取
」「
信
頼
」
を
掲
げ
、
中
隊
の
団
結
強
化
と
精
強
化
に
努
め
た
。
在
任

間
、
連
隊
検
閲
２
回
及
び
中
隊
検
閲
１
回
を
受
閲
す
る
と
と
も
に
、
米
陸
軍
と
の

実
動
訓
練
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
各
種
訓
練
及
び
諸
任
務
を
通
じ
て
部
隊
の
運
用

能
力
及
び
練
度
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

隊
員
一
同
は
、
野
呂
１
尉
が
示
し
た
指
導
と
功
績
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
抱
き

つ
つ
、
そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
更
な
る
部
隊
の
精
強
化
に
努
め
て
い
く
決
意
を
新

た
に
し
た
。

第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊
長
着
任
式

　

機
動
戦
闘
車
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
16
日
、
大
和
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
４
代　

第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊
長　

野
田
尚
人
１
等
陸
尉
の
着
任
式
を
実
施
し
た
。

　

野
田
１
尉
は
、
機
動
戦
闘
車
隊
第
３
係
運
用
訓
練
幹
部
か
ら
こ
の
度
、
第
１
機

動
戦
闘
車
中
隊
長
に
着
任
し
た
。

　

式
で
は
、
機
動
戦
闘
車
隊
長
が
野
田
１
尉
の
紹
介
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
勤
務

実
績
や
人
柄
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
中
隊
運
営
に
対
す
る
期
待
を
述
べ
た
。

ま
た
、
野
田
１
尉
は
、
統
率
方
針
に
「
人
車
一
体
」、
要
望
事
項
に
「
積
極
果
敢
」

を
掲
げ
、
中
隊
長
と
し
て
の
職
責
の
重
さ
を
自
覚
し
、
任
務
完
遂
に
向
け
て
中
隊

を
統
率
し
て
い
く
決
意
を
示
し
た
。

　

第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊
は
、
新
中
隊
長
の
も
と
、
よ
り
一
層
の
団
結
を
図
り
即

応
機
動
部
隊
と
し
て
の
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

令
和
７
年
度
後
期
定
期
異
動

そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
へ

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
、
令
和
７
年
度
後
期
定
期
異
動
に

伴
う
転
出
者
の
紹
介
行
事
お
よ
び
見
送
り
行
事
を
実
施
し
た
。

　

第
４
代
連
隊
長
兼
多
賀
城
駐
屯
地
司
令　

山
下
正
浩
１
等
陸
佐
は

統
率
方
針
に
「
必
遂
」、
要
望
事
項
に
「
団
結
」
を
掲
げ
、
令
和
６

年
８
月
の
着
任
以
来
、
約
１
年
７
か
月
に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
任
務

を
完
遂
で
き
る
部
隊
の
精
強
化
に
尽
力
し
た
。
な
お
、
山
下
１
佐
は

第
１
空
挺
団
副
団
長
と
し
て
新
た
な
任
地
へ
異
動
し
た
。

　

今
回
の
定
期
異
動
で
は
、
連
隊
長
を
は
じ
め
と
す
る
計
57
名
の
隊

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
へ
と
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

見
送
り
行
事
で
は
、
こ
れ
ま
で
部
隊
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
転

出
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
感
謝
と
労
い
の
意
が
表
さ
れ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
祈
念
し
、
盛
大
に
見
送
ら
れ
た
。

　

連
隊
は
、
転
出
者
が
新
任
地
に
お
い
て
引
き
続
き
そ
の
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
志
を
受
け
継
ぎ

よ
り
一
層
の
精
強
化
に
邁
進
し
て
い
く
。

火
力
支
援
中
隊
長
離
任
式

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
、
第
４
代
火
力
支
援
中
隊
長　

那
須　

誠
３
等

陸
佐
の
離
任
式
を
実
施
し
た
。

　

那
須
３
佐
は
、
令
和
５
年
３
月
に
火
力
支
援
中
隊
長
と
し
て
着
任
以
来
、
約
３

年
に
わ
た
り
「
即
応
必
遂
」
を
指
導
方
針
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、要
望
事
項
に
「
考

え
よ
」
を
示
し
、
中
隊
の
指
揮
を
執
っ
た
。
こ
の
間
、
各
種
訓
練
や
演
習
に
お
い

て
常
に
部
隊
の
先
頭
に
立
ち
、
火
力
支
援
部
隊
と
し
て
求
め
ら
れ
る
練
度
の
向
上

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
部
隊
づ

く
り
に
努
め
た
。
ま
た
、
平
素
の
勤
務
に
お
い
て
も
隊
員
と
の
意
思
疎
通
を
大
切

に
し
な
が
ら
部
隊
運
営
に
あ
た
り
、
中
隊
の
士
気
高
揚
と
練
度
向
上
に
大
き
く
寄

与
し
た
。

　

火
力
支
援
中
隊
は
、
那
須
３
佐
の
在
任
中
に
培
わ
れ
た
成
果
と
精
神
を
確
実
に

継
承
し
、
今
後
も
部
隊
の
精
強
化
と
火
力
支
援
能
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
与

え
ら
れ
た
任
務
の
完
遂
に
向
け
て
不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

火
力
支
援
中
隊
長
着
任
式

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
16
日
、
第
５
代
火
力
支
援
中
隊
長　

小
原　

紘
１
等

陸
尉
の
着
任
式
を
実
施
し
た
。

　

小
原
１
尉
は
、
主
に
特
科
部
隊
に
お
い
て
勤
務
し
、
３
等
陸
尉
に
任
官
後
は
、

前
進
観
測
班
長
、
射
撃
小
隊
長
、
中
隊
長
な
ど
の
職
務
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、

東
北
方
面
特
科
連
隊
及
び
富
士
学
校
特
科
部
に
お
い
て
勤
務
す
る
な
ど
、
部
隊
運

用
及
び
教
育
の
両
面
で
経
験
を
積
ん
で
き
た
。

　

着
任
に
あ
た
り
小
原
１
尉
は
、統
率
方
針
に
「
任
務
完
遂
」
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

要
望
事
項
と
し
て
「
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
」「
家
族
、
仲
間
、
自
分
を
大
切
に
」
を
示

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
火
力
支
援
中
隊
一
同
は
、
小
原
中
隊
長
の
下
、
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
練
度
の
向
上
に
努
め
、
一
致
団
結
し
て
任
務
に
邁
進
し
、
部
隊
の
更
な
る

精
強
化
に
努
め
て
い
く
決
意
で
あ
る
。



自
覚
と
決
意
を
胸
に

霞
目
か
ら
広
が
る
空
の
旅

各
協
力
団
体
へ
の

防

衛

講

話

〜
令
和
８
年
駐
屯
地
二
十
歳
を
祝
う
会
〜

～
令
和
７
年
度
航
空
機
体
験
搭
乗
～

　

令
和
８
年
１
月
15
日
、
多
賀
城
駐
屯
地
隊
員
食
堂
に
お
い
て
、「
令
和
８
年 

駐
屯
地
二
十
歳
を
祝
う
会
」
が
、
多
賀
城
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
実
施
さ
れ
た
。

　

会
は
、
駐
屯
地
司
令
・
山
下
１
佐
の
式
辞
に
続
き
、
多
賀
城
市
長
の
深
谷

氏
は
じ
め
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
っ
た
後
、
多
賀
城
市
議
会
議
長
の

米
澤
氏
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
を
も
っ
て
、
駐
屯
地
各
部
隊
長
を
交
え
た
会

食
に
移
り
、
二
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
の
門
出
を
祝
っ
た
。

　

駐
屯
地
司
令
や
来
賓
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
る
間
、
隊
員
達
は
、
厳
正
な

面
持
ち
で
臨
ん
で
い
た
が
、
会
食
が
始
ま
る
と
次
第
に
表
情
も
や
わ
ら
ぎ
、

笑
顔
で
会
話
を
交
わ
す
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
和
や
か
な
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
を
代
表
し
て
、
第
22
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科

中
隊
の
菊
地
士
長
が
抱
負
を
述
べ
、「
二
十
歳
と
し
て
自
ら
の
言
動
に
責
任
を

持
ち
、
自
衛
官
と
し
て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

今
後
、
二
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
覚
と
決
意
を
胸
に
刻
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に
お
い
て
更
な
る
成
長
と
活
躍
を
遂
げ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
７

日
、
霞
目
駐
屯
地
に
お
い
て
、
東

北
方
面
航
空
隊
の
支
援
を
受
け
、

部
外
協
力
団
体
関
係
者
等
40
名

を
対
象
に
、
陸
上
自
衛
隊
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
「
Ｕ
Ｈ-

１
Ｊ
」
に
よ
る

航
空
機
体
験
搭
乗
を
実
施
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
生
憎
の
曇
り
空

で
あ
り
、
体
験
搭
乗
の
実
施
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
、
航
空
隊
に
よ
る

最
終
的
な
飛
行
決
心
に
よ
り
飛

行
が
可
能
と
な
り
、
予
定
ど
お

り
体
験
搭
乗
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

本
行
事
は
、
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
と
親
近
感
を
醸
成
し
、
一

般
広
報
お
よ
び
募
集
広
報
等
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

搭
乗
に
先
立
ち
、
方
面
航
空

隊
に
よ
る
安
全
教
育
を
受
け
た

後
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
前
で
の
記
念

撮
影
、
駐
屯
地
消
防
隊
の
救
難

消
防
車
「
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
」
の
見

学
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
、
飛
行
場
を

離
陸
、
仙
台
市
上
空
か
ら
仙
台

新
港
上
空
に
至
る
約
15
分
間
の

フ
ラ
イ
ト
を
通
じ
、
雄
大
な
景

色
を
堪
能
し
た
。

　

搭
乗
を
終
え
た
参
加
者
か
ら

は
、「
自
衛
隊
の
任
務
の
重
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
上
空
か

ら
の
景
色
は
迫
力
が
あ
り
、
災

害
派
遣
や
人
命
救
助
と
い
っ
た

任
務
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

連
隊
は
、
今
後
も
各
種
広
報

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
多
く
の

方
々
に
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。

第22連隊OB会

隊友会塩釜支部

MIC-22塩釜

代表　菊地士長 米澤議長 深谷市長 駐屯地司令式辞

乾杯!!

記念撮影

救難消防車の見学

無事着陸 15分間のフライトへ ヘリに搭乗

記念撮影 安全教育



皆さまに健康と安心をお届けする

ファミリー・ケア・ネットワーク
相談料無料：
０１２０－８０１ー７７０

Webでのご相談は：
https://familycare.sociohealth.co.jp

部外の経験豊富なカウンセラーがあなたのご相談をうかがい、
問題解決のサポートをいたします。

84RR射撃

第３普通科中隊 

第２普通科中隊

中隊の活動記事を紹介します。今回は、第２普通科中隊と第３普通科中隊です。

実
戦
を
想
定
し
た
射
撃
訓
練
を
実
施

第
３
次
連
隊
射
撃
野
営
（
迫
撃
砲
射
撃
）

積
雪
地
訓
練
（
ス
キ
ー
）

　

第
２
普
通
科
中
隊
は
、
令
和
８

年
２
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
間
、

「
射
撃
訓
練
」
を
実
施
し
た
。
本

訓
練
は
、
近
接
戦
闘
に
お
け
る
射

撃
技
術
の
向
上
と
、
状
況
下
に
お

け
る
迅
速
な
判
断
及
び
確
実
な
行

動
要
領
の
確
立
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。

　

ル
ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー
射
撃
で
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
」
を
基
本
原
則
と
し

突
入
の
瞬
間
に
主
導
権
を
掌
握
し

迅
速
か
つ
正
確
に
敵
を
制
圧
す
る

こ
と
を
重
視
し
た
。
隊
員
は
、
ド

ア
や
通
路
な
ど
敵
が
銃
口
を
向
け

て
い
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
に

と
ど
ま
る
時
間
を
最
小
限
に
抑
え

る
動
作
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
壁

際
や
室
内
の
角
な
ど
死
角
と
な
り

得
る
箇
所
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し

な
が
ら
制
圧
す
る
「
コ
ー
ナ
ー
ク

リ
ア
」
を
実
施
し
、
室
内
に
潜
む

脅
威
を
確
実
に
排
除
す
る
要
領
を

反
復
し
て
訓
練
し
た
。
緊
張
感
の

あ
る
状
況
下
で
、
迅
速
な
判
断
と

正
確
な
射
撃
が
求
め
ら
れ
る
実
戦

的
な
訓
練
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
遮
蔽
物（
モ
ン
ス
タ
ー

バ
リ
ケ
ー
ド
）を
使
用
し
た
射
撃

で
は
、
身
体
の
露
出
を
最
小
限
に

抑
え
つ
つ
標
的
を
捕
捉
し
、
限
ら

れ
た
視
野
の
中
で
も
確
実
に
命
中

さ
せ
る
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。

隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
格
や
射
撃

姿
勢
に
応
じ
た
最
適
な
保
持
要
領

を
追
求
し
、
状
況
に
応
じ
た
精
密

な
射
撃
の
練
度
向
上
に
努
め
た
。

　

第
２
普
通
科
中
隊
は
、
中
隊
長 

正
木
寛
士
３
等
陸
佐
を
核
心
と
し

て
団
結
を
強
化
し
、
引
き
続
き
各

種
訓
練
を
通
じ
て
部
隊
の
戦
闘
力

向
上
に
努
め
、
精
強
な
部
隊
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

第
３
普
通
科
中
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
間
、
第
３
次

連
隊
射
撃
野
営
の
基
盤
に
よ
り
、
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
中
隊
が
計
画
す

る
迫
撃
砲
射
撃
及
び
そ
の
他
各
種
火
器
（
84
Ｒ
Ｒ
・
Ｈ
Ｍ
Ｇ
・
手
榴
弾
）
の
射

撃
に
よ
り
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

特
に
迫
撃
砲
射
撃
は
、
駐
屯
地
に
お
い
て
計
画
的
に
機
能
別
訓
練
及
び
三
者

連
携
訓
練
を
実
施
、
連
携
行
動
を
向
上
し
て
実
弾
射
撃
へ
望
む
こ
と
が
で
き
迫

撃
砲
小
隊
の
団
結
の
強
化
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

中
隊
は
、
引
き
続
き
迫
撃
砲
射
撃
の
練
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
軽
火

器
（
小
火
器
）
の
火
力
と
連
携
さ
せ
、
中
隊
と
し
て
の
総
合
戦
闘
力
発
揮
の
練

度
を
向
上
さ
せ
る
。

　

第
３
普
通
科
中
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
鬼
首
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
中
隊
所
属
隊
員
に
対
し
て
積
雪
地（
ス
キ
ー
）訓
練
を
実
施
し

て
、
平
地
で
の
移
動
技
術
及
び
傾
斜
地
で
の
移
動
技
術
の
練
度
を
向
上
さ
せ
、

積
雪
地（
ス
キ
ー
）の
機
動
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

訓
練
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
練
度
の
高
い
指
導
部
を
Ｇ
Ｐ
長
と
し
て
配
置
、

各
Ｇ
Ｐ
毎
の
練
度
に
応
じ
た
練
成
を
効
果
的
に
実
施
、
訓
練
参
加
者
は
未
経
験

者
等
、
練
度
が
低
い
者
が
大
半
で
あ
り
、
短
期
間
の
訓
練
日
程
で
あ
っ
た
も
の

の
、
各
Ｇ
Ｐ
の
指
導
部
の
熱
心
な
指
導
及
び
訓
練
参
加
者
の
熱
意
に
よ
り
ス

キ
ー
技
術
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
団
結
の
強
化
が
図
れ
た
。

　

中
隊
は
、
引
き
続
き
積
雪
地（
ス
キ
ー
）訓
練
を
実
施
し
て
機
動
能
力
の
向
上

を
図
り
、
冬
季
に
お
け
る
即
応
態
勢
を
確
立
す
る
。

　突発的な事態（災害等発生）における緊急登庁時に、隊員の子供（満

１歳～小学生まで）の預け先が即時に確保できない場合、駐屯地内に

「キッズルーム」を開設し、子供を預かり、隊員が安心して任務に

専念できる環境を提供します。

【お問い合わせ】

　業務隊厚生科厚生班　活動支援専門官

　０２２－３６５－２１２１（内線６１０）

緊急時「キッズルーム」
　　　　　　　の開設について

家族
支援

遮蔽射撃

81M射撃予習

81M実弾射撃

ルームエントリー射撃



石川ひかり 高橋裕子 菅野咲輝
TEL：022-716-8250
マニュライフ生命東北支社

２１0余年

家族・ペット自慢家族・ペット自慢
　

我
が
家
で
は
、
家
族
の
一
員
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
カ
ブ
ト

ム
シ
の
累
代
飼
育
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

卵
か
ら
幼
虫
、
蛹
を
経
て
、
ま
っ
た
く
別
の
姿
の
成
虫
へ
と
成

長
し
て
い
く
様
子
を
、
自
宅
で
間
近
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な

魅
力
で
す
。

　

世
話
は
意
外
と
シ
ン
プ
ル
で
、
帰
宅
後
に
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
く
だ

け
で
も
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

土
の
中
か
ら
成
虫
が
姿
を
現
し
た
瞬
間
に
は
、
家
族
み
ん
な
で

思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
感
動
し
ま
す
。

　

決
し
て
派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
長
を
見
守
る
楽
し
さ
と

癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
、
我
が
家
の
自
慢
の
存
在
で
す
。

　
「
完
全

変
態
」
と

い
う
言
葉

に
ピ
ン
と

来
た
方
に

は
、
ぜ
ひ

お
す
す
め

し
た
い

ペ
ッ
ト
で
す
。

　

家
内
の
強
い
希
望
も
あ
り
、
５
年
前
に
我
が
家
へ
柴
犬
を
迎
え

入
れ
ま
し
た
。
名
前
は
「
ゲ
ン
ス
ケ
」
で
す
。

　

毎
朝
の
散
歩
は
私
の
担
当
で
、
今
で
は
す
っ
か
り
日
課
に
な
り

ま
し
た
。
お
か
げ
で
早
起
き
と
適
度
な
運
動
の
習
慣
も
身
に
つ
き
、

健
康
づ
く
り
に
も
一
役
買
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す
る
と
、
ゲ
ン
ス
ケ
は
い
つ
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
る
と
、
一
日
の
疲
れ
も

自
然
と
和
ら
ぎ
ま
す
。

　

今
で
は
家
族
の
大
切
な
一
員
と
な
り
、
日
々
の
生
活
に
癒
し
を

与
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
毎
日
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
、
長
期
の
演
習
の
際
に
は
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
て
し
ま

う
ほ
ど
で

す
。
こ
れ
か

ら
も
家
族
と

と
も
に
、
ゲ

ン
ス
ケ
と
の

時
間
を
大
切

に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

長
男
の
一
叶
（
い
ち
と
）
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
挑
戦
し
、
失
敗
や
成
功
を
重
ね
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
は
小
学
生
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
経
験
を
積
み
、
さ
ら
に
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

長
女
の
文
乃
（
あ
や
の
）
は
家
族
の
癒
し
の
存
在
で
、
先
月
１

歳
を
迎
え
、
日
々
で
き
る
こ
と
が
一
つ
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

二
人
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
、
毎
日
癒
し
と
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
成
長
を
温
か
く
見
守
り
な
が

ら
、
仕
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
家
の
「
あ
さ
ひ
」
と
「
ま
ぬ
る
」
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
今
回
も
登
場
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
新
居
に
移
り
住
ん
で
か
ら
約
半
年
が
経
ち
、
二
匹

と
も
す
っ
か
り
新
し
い
環
境
に
馴
染
み
、
の
び
の
び
と
寛
い
で
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、毎
朝
庭
に
飛
ん
で
く
る
ス
ズ
メ
た
ち
に
向
か
っ
て
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
一
生
懸
命
威
嚇
す
る
姿
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

可
愛
さ
が
日
々
限
界
突
破
し
続
け
て
い
る
我
が
家
の
ニ
ャ
ン
ズ

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
自
慢
は
、２
歳
の
娘
で
す
。
先
日
、仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と
、

娘
が
玄
関
ま
で
駆
け
寄
っ
て
き
て
、「
お
め
で
と
う
！
」
と
言
い
な

が
ら
、
手
作
り
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
を
元
気
よ
く
手
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
妻
が
娘
に
「
パ
パ
に
『
い
つ
も
お
仕
事
お
疲
れ
様
』
っ
て
言
っ
て

渡
そ
う
ね
」
と
教
え
て
い
た
そ
う
で
す
が
、娘
が
選
ん
だ
言
葉
は
「
お

め
で
と
う
！
」
で
し
た
。
途
中
で
「
味
見
」
を
し
て
何
個
か
減
っ
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
ん
な
ほ
ほ
え
ま
し
い
過
程
も
含
め

て
、
幸
せ
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
贈
り
物
で
し
た
。

　
実
家
に
は
、小
さ
な
ア
イ
ド
ル
が
い
ま
す
。そ
の
ア
イ
ド
ル
と
は
、

チ
ン
チ
ラ
と
い
う
小
動
物
で
、
名
前
は
ソ
ラ
と
い
い
ま
す
。
チ
ン

チ
ラ
は
高
密
度
で
非
常
に
柔
ら
か
い
毛
が
特
徴
で
、
思
わ
ず
ず
っ

と
撫
で
て
い
た
く
な
る
ほ
ど
の
触
り
心
地
で
す
。

　

ソ
ラ
自
身
も
撫
で
て
も
ら
う
の
が
好
き
で
、
懐
い
て
い
る
人
に

は
「
撫
で
て
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
自
分
か
ら
近
寄
っ
て
き
ま
す
。

一
方
、
ま
だ
懐
い
て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
、
臆
病
で
警
戒
心
が

強
い
た
め
、
無
理
に
触
ろ
う
と
す
る
と
噛
み
付
く
こ
と
が
あ
り
注

意
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
懐
く
の
は
と
て
も
早
く
、「
い
つ
の

間
に
懐
い
た
の
？
」
と
驚
く
ほ
ど
で
す
。
一
度
懐
く
と
、
と
て
も

甘
え
ん
坊
に
な

り
、
噛
み
付
か

れ
た
こ
と
さ
え

忘
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
可
愛
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ソ
ラ

が
い
る
実
家
に

帰
る
た
び
、
私

は
大
き
な
癒
し

を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

「
カ
ブ
ト
ム
シ
の
完
全
変
態
に
魅
せ
ら
れ
て
」

「
我
が
家
の
ゲ
ン
ス
ケ
」

「
子
供
の
成
長
」

「
我
が
家
の
猫　

再
臨
」

「
家
族
自
慢
」

「
実
家
の
小
さ
な
ア
イ
ド
ル
」

本
部
管
理
中
隊　
２
等
陸
曹　
近
藤　
正
美

第
３
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
小
坂　
秀
一

火
力
支
援
中
隊　
３
等
陸
曹　
佐
藤　
祐
太

第
２
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
北　
翔
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
女　
北　
和
奏
（
２
歳
）

第
２
機
動
戦
闘
車
中
隊　
陸
士
長　
木
村　
伊
織

第
１
普
通
科
中
隊　
１
等
陸
曹　
堺　
新
也



いさばや
晩酌・晩飯処

営　業／PM5：00～PM11：00
定休日／日曜（日曜が祝日の場合は月曜日）
多賀城市八幡３丁目12-30　☎362-3245

（飲み放題2時間付）5,000円よ　り

まいにち！　▶1,980円飲み放題 　100分間

宴会コース宴会コース

歓送迎会　飲み放題6000円コース

隊員・隊員家族の趣味
　
私
は
、
資
格
取
得
を
通
じ
た
自
己
研
鑽
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
は
二
等
無
人
航
空
機
操
縦
士
の
資
格
を
取
得
し
、
無

人
航
空
機
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
法
令
、
安
全
管
理
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
は
、
危
険
物
取
扱
者（
乙
種
第

四
類
・
第
一
類
・
第
六
類
）及
び
特
殊
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
を
取

得
し
て
お
り
、
各
種
業
務
や
災
害
対
応
を
想
定
し
た
幅
広
い
知
識
の

習
得
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー（
Ｆ
Ｐ
）の
学
習
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
金
銭
管
理
や
制
度
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
で
、
実
生
活
の
み
な
ら
ず
、
隊
員
支
援
や
部
隊
運
営
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
自
身
の
専
門
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、
資
格
で
得
た
知
識
を
業
務
に
積
極
的
に
活
か

し
、部
隊
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
ヒ
コ
ー
キ
写
真
で
す
。
カ
メ
ラ
を
購
入
す
る
以
前

は
、
航
空
祭
な
ど
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
撮
影
し
て
い
ま

し
た
が
３
年
前
に
カ
メ
ラ
の
性
能
に
魅
了
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

レ
ン
ズ
越
し
に
広
が
る
四
角
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
に
は
、
無
限

の
表
現
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
航
空
機
そ
の
も
の
を
迫
力
あ
る

構
図
で
捉
え
る
「
ス
ポ
ッ
タ
ー
」、
離
着
陸
の
瞬
間
を
狙
う
「
ア
ク

シ
ョ
ン
」、
周
囲
の
風
景
と
と
も
に
切
り
取
る
「
情
景
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
撮
影
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
や
自
分
の

感
性
で
表
現
を
変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

　

一
枚
の
写
真
に

そ
の
瞬
間
の
空
気

や
迫
力
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
る
ヒ

コ
ー
キ
写
真
は
、

奥
深
く
楽
し
み
の

尽
き
な
い
趣
味
で

す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
度

カ
メ
ラ
を
手
に
空

を
見
上
げ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
私
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
一
打
一
打
に
集
中
し
な
が

ら
プ
レ
ー
す
る
競
技
で
あ
り
、
集
中
力
や
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な
い
場
面
で
も
、

焦
ら
ず
冷
静
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
経

験
は
日
常
生
活
や
勤
務
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ル
フ
は
年
齢
や
立
場
を
問
わ
ず
多
く
の
人
と
交
流
で
き

る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
趣
味
と
し
て
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
自
身
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
定
期
的
に
献
血
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
の
献
血
回
数

は
四
十
四
回
と
な
り
ま
し
た
。
献
血
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
献
血

バ
ス
が
駐
屯
地
に
来
た
際
、
上
司
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
初

め
て
献
血
を
行
っ
た
際
、
終
了
後
に
日
用
品
や
カ
ッ
プ
麺
を
い
た
だ

き
、
う
れ
し
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
献
血
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
や
り
が
い
に
加

え
、
献
血
の
た
び
に
血
液
検
査
を
通
じ
て
健
康
管
理
が
で
き
る
点
も

大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
は
献
血
回
数
五
十

回
の
達
成
を
目
標
に
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
。
海
に
出
て
、
波
の
音
を
聴
き
な

が
ら
体
を
動
か
す
時
間
は
、
日
々
の
ス
ト
レ
ス
や
忙
し
さ
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
風
を
感
じ
、
波
と
向
き
合
う
瞬
間
は
、
余
計
な
こ

と
を
考
え
る
隙
を
与
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
自
然
の
中
で
無
心
に
な
れ

る
こ
と
で
気
持
ち
が
整
い
、
前
向
き
な
姿
勢
で
仕
事
に
向
き
合
う
活

力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
は
天
候
や
波
の
状
態
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
自
然
と
向
き
合

う
醍
醐
味
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
心
身
を
整
え
る
大
切
な
習
慣
と
し

て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
体
を
動
か
す
こ
と

で
す
。
中
で
も
特
に
熱
中
し
て
い

る
の
が
野
球
で
、
観
戦
は
も
ち
ろ

ん
、
実
際
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に

も
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

す
。
現
在
は
大
和
駐
屯
地
野
球
部

に
所
属
し
、
部
員
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
活
動
が
本
格
化
し
た
の
は

令
和
６
年
度
か
ら
で
あ
り
、
現
在

の
チ
ー
ム
の
課
題
で
あ
る
打
撃
力

の
向
上
を
目
標
に
、
全
員
で
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は「
地
区
大
会
優

勝
、
そ
し
て
県
大
会
優
勝
」で
す

春
か
ら
秋
に
か
け
て
試
合
や
大
会

が
続
き
ま
す
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
温
か
い
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
資
格
の
強
み
」

「
ヒ
コ
ー
キ
写
真
の
魅
力
」

「
ゴ
ル
フ
の
魅
力
」

「
目
標
五
十
回
」

「
我
の
趣
味
」

「
野
球
」

本
部
管
理
中
隊　
３
等
陸
曹　
石
川　
　
拓

第
１
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
幕
田　
大
輔

第
２
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
滝
田　
晃
太

第
３
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
情
野　
龍
希

火
力
支
援
中
隊　
３
等
陸
曹　
渡
邊　
貴
規

第
２
機
動
戦
闘
車
中
隊　
３
等
陸
曹　
菅
原　
翔
馬

投稿者 投稿者
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品揃え
豊富！

 なんでも揃う！

ぐい呑み出来ます！

店内！（松島
）

外観！（松
島）

店内改装（松島）

切子も
あるよ！

【
転
出
者
】
令
和
８
年
３
月
16
日
付

●
連
隊
本
部　
　
　
　
１
等
陸
佐　
山
下　
正
浩

　
第
１
空
挺
団（
習
志
野
）

●
連
隊
本
部　
　
　
　
１
等
陸
尉　
髙
野　
大
輔

　
青
森
地
方
協
力
本
部（
青
森
）

●
連
隊
本
部　
　
　
　
１
等
陸
尉　
安
達　
　
悟

　
教
育
訓
練
研
究
本
部（
目
黒
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
１
等
陸
尉　
圓
谷　
仁
英

　
第
１
高
射
特
科
群（
東
千
歳
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
陸
曹
長　
　
千
葉　
健
司

　
東
北
方
面
総
監
部
付
隊（
仙
台
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
１
等
陸
曹　
星
子　
範
夫

　
第
11
飛
行
隊（
丘
珠
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
１
等
陸
曹　
佐
々
木
友
子

　
北
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊（
倶
知
安
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
２
等
陸
曹　
鈴
木　
友
浩

　
陸
上
総
隊
付

●
本
部
管
理
中
隊　
　
２
等
陸
曹　
宮
岡　
貴
弘

　
東
京
地
方
協
力
本
部（
東
京
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
２
等
陸
曹　
伊
東　
駿
介

　
第
６
高
射
特
科
連
隊（
郡
山
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
２
等
陸
曹　
冨
田　
　
司

　
第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団（
木
更
津
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
３
等
陸
曹　
鷹
觜　
　
仁

　
情
報
教
導
隊（
富
士
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
３
等
陸
曹　
沼
田　
智
史　

　
第
６
即
応
機
動
連
隊（
美
幌
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
佐　
池
ノ
内　
瑛

　
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部（
市
ヶ
谷
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
１
等
陸
尉　
藤
井　
和
輝

　
第
６
師
団
司
令
部（
神
町
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
内
田　
邦
昭

　
第
２
陸
曹
教
育
隊（
仙
台
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
安
田　
崇
希

　
第
３
即
応
機
動
連
隊（
名
寄
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
斎
藤　
　
翼

　
海
上
輸
送
群（
呉
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
二
宮
慎
二
郎

　
奄
美
警
備
隊（
瀬
戸
内
）

●
第
１
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
中
村　
涼
人

　
部
隊
訓
練
評
価
隊（
滝
ケ
原
）

●
第
２
普
通
科
中
隊　
１
等
陸
曹　
鈴
木　
仁
志

　
第
２
陸
曹
教
育
隊（
仙
台
）

●
第
２
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
小
野　
雄
大

　
自
衛
隊
体
育
学
校（
朝
霞
）

●
第
２
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
伊
藤　
勇
貴

　
第
１
空
挺
団（
習
志
野
）

●
第
２
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
櫻
井　
昂
平

　
第
３
即
応
機
動
連
隊（
名
寄
）

●
第
２
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
庄
子　
健
太

　
第
51
普
通
科
連
隊（
那
覇
）

●
第
２
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
菅
野　
　
隼

　
対
馬
警
備
隊（
対
馬
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
尉　
佐
藤　
友
吾

　
第
44
普
通
科
連
隊（
福
島
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
准
陸
尉　
　
髙
橋　
由
央

　
大
宮
駐
屯
地
業
務
隊（
大
宮
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
准
陸
尉　
　
安
彦　
広
志

　
第
６
偵
察
隊（
大
和
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
角
張　
由
輔

　
第
２
陸
曹
教
育
隊(

仙
台)

●
第
３
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
小
坂　
秀
一

　
第
６
師
団
司
令
部
付（
神
町
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
朝
倉　
侑
生

　
第
１
空
挺
団（
習
志
野
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
後
藤　
　
敦

　
第
２
対
舟
艇
対
戦
車
中
隊（
上
富
良
野
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
髙
橋　
紀
文

　
第
６
即
応
機
動
連
隊（
美
幌
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
臼
井　
啓
人

　
第
15
旅
団
司
令
部
付
隊（
那
覇
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
３
等
陸
曹　
吉
田
颯
太
郎

　
宮
古
警
備
隊（
宮
古
）

●
第
３
普
通
科
中
隊　
１
等
陸
士　
池
亀　
颯
太

　
自
衛
隊
体
育
学
校（
朝
霞
）

●
機
動
戦
闘
車
隊　
　
１
等
陸
尉　
野
呂　
一
司

　
第
９
師
団
司
令
部（
青
森
）

●
機
動
戦
闘
車
隊　
　
３
等
陸
尉　
太
田　
　
修

　
機
甲
教
導
連
隊（
駒
門
）

●
機
動
戦
闘
車
隊　
　
２
等
陸
曹　
鈴
木　
慎
吾

　
機
甲
教
導
連
隊（
駒
門
）

●
機
動
戦
闘
車
隊　
　
３
等
陸
曹　
中
落　
涼
介

　
第
５
戦
車
隊（
鹿
追
）

●
機
動
戦
闘
車
隊　
　
３
等
陸
曹　
猪
股　
澪
睦

　
第
11
戦
車
隊（
北
恵
庭
）

●
機
動
戦
闘
車
隊　
　
３
等
陸
曹　
土
田　
貫
太

　
情
報
学
校（
小
平
）

●
火
力
支
援
中
隊　
　
３
等
陸
佐　
那
須　
　
誠

　
東
北
方
面
総
監
部
防
衛
部（
仙
台
）

●
火
力
支
援
中
隊　
　
准
陸
尉　
　
及
川　
　
昇

　
東
北
補
給
処
反
町
弾
薬
支
処（
反
町
）

●
火
力
支
援
中
隊　
　
陸
曹
長　
　
橋
本　
英
司

　
福
島
駐
屯
地
業
務
隊（
福
島
）

●
火
力
支
援
中
隊　
　
２
等
陸
曹　
宗
像　
　
快

　
第
２
特
科
連
隊（
旭
川
）

●
火
力
支
援
中
隊　
　
２
等
陸
曹　
高
橋　
幸
平

　
東
北
方
面
情
報
処
理
隊（
大
和
）

●
火
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等
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●
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理
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●
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理
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等
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等
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隊　
　
３
等
陸
曹　
佐
川　
草
良

　
東
部
方
面
特
科
連
隊（
宇
都
宮
）

●
本
部
管
理
中
隊　
　
３
等
陸
曹　
笠
松　
宗
馬

　
対
馬
警
備
隊（
対
馬
）

●
本
部
管
理
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連
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普
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通
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連
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普
通
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等
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菅
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連
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通
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通
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等
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通
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通
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等
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央
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通
科
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等
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通
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連
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動
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等
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杢
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連
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戦
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陸
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第
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車
連
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恵
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●
火
力
支
援
中
隊　
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等
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支
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連
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  【
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●
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●
第
１
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
橋
本　
圭
太

　
本
部
管
理
中
隊
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連
隊
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部

●
第
２
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通
科
中
隊　
１
等
陸
曹　
寺
島　
　
弘

　
本
部
管
理
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隊

●
第
２
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等
陸
曹　
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本　
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希

　
本
部
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隊

●
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３
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通
科
中
隊　
陸
曹
長　
　
小
野　
　
眞

　
本
部
管
理
中
隊

●
第
３
普
通
科
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隊　
１
等
陸
曹　
畑
山　
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平

　
本
部
管
理
中
隊

●
第
３
普
通
科
中
隊　
２
等
陸
曹　
高
橋　
雄
大

　
本
部
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理
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隊

●
火
力
支
援
中
隊　
　
２
等
陸
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大
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江
梨

　
本
部
管
理
中
隊

【
本
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管
理
中
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萌
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【
本
部
管
理
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３
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美
羽
ち
ゃ
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・
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安
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長

　
　
　

長
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く
ん
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【
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援
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翠
樺
ち
ゃ
ん
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Ｒ
８
・
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・
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丹
野　

慶　

３
曹

　
　
　

長
男　

冬
麻
く
ん
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・
２
・
９

結
婚
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

第 147 期陸曹候補生課程
中隊長賞
本部管理中隊
高橋　礼流 ３曹

第 153 期初級陸曹特技課程
最先任上級曹長賞
第２機動戦闘車中隊　
菅原　翔馬 ３曹

第 153 期初級陸曹特技課程 
陸曹教育班長賞
第２機動戦闘車中隊　
大柳　　駿 ３曹

第 147 期陸曹候補生課程
混成団長賞
第１普通科中隊
ﾉｰﾌﾞﾙ 涼 ｼﾞｪｲﾑｽﾞ３曹

第 107 期陸曹候補生課程
中隊長賞
第３普通科中隊　
井上　智子　３曹

第 147 期陸曹候補生課程
中隊長賞
第１普通科中隊　
鈴木　啓太 ３曹

第 67 期初級陸曹特技課程
特科部教育課長賞
火力支援中隊
千葉　麗奈 ３曹

第９期生徒陸曹候補生課程
後期 普通科部長賞
第１普通科中隊
竹﨑　謙伸 士長

第 147 期初級陸曹特技課程
中隊長賞
本部管理中隊
井上　快飛 ３曹

第 147 期初級陸曹特技課程
混成団長賞
第１普通科中隊
佐藤　晴稀 ３曹

《
栄
光
の
紹
介
》

　会員の皆様には、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　令和８年新年祝賀会は、１月24日（土）来賓21名を含め51名の
ご参加を得て盛大に開催することができました。恒例の抽選会は、
なかなかの盛り上がりで楽しいひと時となりました。
　今年度分の会費納入用として振込取扱い票を同封しました。振
込手数料をご負担の上、ゆうちょ銀行からご入金して頂きますよ
うお願い申し上げます。
　次に、会員の訃報の連絡についてのお願いです。会員の訃報に
際しては、香典・弔電をもって会員一同の弔意を表しております。
会員の訃報を承知された方は、事務局又は連隊広報室までご一報
いただけますようご協力をお願いいたします。
　引き続き第22即応機動連隊の支援・激励等のため、ご支援ご協
力をお願い申し上げます。
連絡先　事務局長　松本　090-9749-9578
　　　　　　　　　FAX　022-765-0452
連隊広報室　022-365-2121（内線20８）

【会員の訃報】
故　加　藤　　功　様　　令和８年　２月　（享年75）

　生前における当会での活動に改めて敬意と感謝を表し、謹ん
でご冥福をお祈り致します。

第22連隊OB会員の皆様へ

4月25日（土）

多賀城駐屯地

～地域と共に　新たな時代へ～
創立72周年記念行事

↑�イベントの詳細は
　こちら

【一般開放】8:30〜15:00
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会場入り口

駐屯地

多賀城
高校

多賀城駐屯地周辺略図

二輪車・徒歩での来場者
一般車両・二輪車・徒歩での来場者

JR多賀城駅南口
無料バス発着所
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